
0 

 

 

  

鹿児島市立武小学校 

      

「情報や情報技術を適切に活用できる子どもの育成」 

～プログラミング的思考を育む授業の創造～ 

 

令和 2 年 11 月 6 日（金） 

 

      

第 46 回全国教育工学研究協議会全国大会 

（鹿児島大会） 

学 習 指 導 案 

  

  

 



1 

 

  



2 

 

目    次 

１ 学校紹介………………………………………………………………１  

２ 本日の日程……………………………………………………………２  

３ 研究の全体構想………………………………………………………３  

４ 昨年度の成果と課題…………………………………………………４ 

５ 今年度の取組状況……………………………………………………７  

６ 本日の指導案…………………………………………………………９  

７ 情報モラル指導計画…………………………………………………２３  

８ 情報教育の年間指導計画……………………………………………２５ 

９ 昨年度の共通実践集…………………………………………………３２  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



1 

 

学校紹介 

鹿児島市立武小学校 

 

 

 

【学校教育目標】 
（た）楽しく学び，（け）健康な心と体をもった武の子を育てる。  

 
【今年度の重点目標】 
① 一学校一改革の実施・・・様々な事柄をそろえる指導の徹底  
              「そろえる」指導（靴箱・トイレのスリッパ等）の徹底  
② 研究推進・・・・・・・・情報や情報技術を適切に活用できる子供の育成  

 
【校内研究テーマ】 
情報や情報技術を適切に活用できる子供の育成  
～プログラミング的思考を育む授業の創造～  

【研究の概要】 
令和 2 年度が同テーマでの 2 年目の研究になります。研究テーマを検証するにあたり，次

の３つの仮説を基に研究に取り組んできました。  
 
（仮説） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
昨年度は ICT 機器の整備と共に，実態調査・2 回の研究授業を行いました。 
 

（昨年度取組） 
①ＩＣＴ機器の整備（ロイロノート搭載 ipad40 台借用等） 
 
② 実態調査 
 
③ 検証授業（2 回） 
 

 

所在地 〒890-0045  
鹿児島県鹿児島市武１丁目３５−３１  
校長名 深川 晴久 
児童数 571 名 
電 話 099-255-6136 
URL  https://www.keinet.com/takes/ 

① 教師が，児童の実態に応じて，情報機器の環境を整備し，ICT を使いやすい環境を
つくるならば,児童が主体的に情報を活用できるのではないか。 

 
② 教師が，主体的・対話的な学びに向け,情報機器を効果的に扱う技術を身に付ける

場を工夫すれば,児童が自分にあった方法で考えを伝え合うことができ,適切に自分
の思いを表す力を身に付けることができるのではないか。 

 
 

③ 教師が，試行錯誤を繰り返しながら課題を解決する場や，お互いに考えを伝えあ
う場を工夫すれば,自分の見方・考え方を深め,新たな情報をつくり出すことができる
のではないか。 
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本日の日程 

8：50～9：20 ９：３０～１０：００  １０：１５～１１：００  １１：１0～１２：００  

受付 開会行事 

研究発表 

公開授業 研究協議 

閉会行事 

 

１ 開会行事 会場：体育館 

 （1） 開会のあいさつ 

 （2） 研究発表（学校紹介・日程説明含む） 

 （3） 閉会のあいさつ 

 

２ 公開授業 

 （1） 低学年 会場：体育館後方 

 

教科 単元等 授業者氏名 使用 ICT 機器 

生活科 「しらべたことをつたえよう」 飯迫 奨大 タブレット端末 

 

 （2） 中学年 会場：4 年 2 組 

    

教科 単元等 授業者氏名 使用 ICT 機器 

総合 「プログラミングで発表してみよう」  相良 駿一郎 タブレット端末 

 

 （3） 高学年 会場：理科室 

     

教科 単元等 授業者氏名 使用 ICT 機器 

理科 「電気と私たちのくらし」 東 正樹 タブレット端末 

 

３ 研究協議 会場：体育館 

 （1） 授業に関する質疑応答 

 （2） 本校の研修に関する質疑応答 

 

４ 閉会行事 

 （1） 開会のあいさつ 

 （2） 指導講話    東京学芸大学 高橋 純先生  

 （3） 学校長あいさつ 学校長 深川 晴久 

 （4） 閉会のあいさつ 
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研究の全体構想 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校教育目標  

（た）楽しく学び，（け）健康な心と

体をもった武の子を育てる。 

目指す子どもの姿 

〇進んで学び，社会の変化に対応できる能力をもつ武の子（かしこく） 

〇思いやりの心で助け合い，素直で礼儀正しく，感性豊かな武の子（うつくしく） 

〇心身ともに元気で，何事にも意欲をもってねばり強く取り組む武の子（たくましく） 

法令等の規定 

時代の要請 

県及び市の重点施策 

子どもの実態 

家庭・地域の実態 

教師の願い 

本年度の重点 
① 一学校一改革の実施・・・様々な事柄をそろえる指導の徹底  
              「そろえる」指導（靴箱・トイレのスリッパ等）の徹底 

② 研究推進・・・・・・・・情報や情報技術を適切に活用できる子供の育成 

研究主題 

 

 

 

 

 

 
仮説１ 

教師が，児童の実態に応じて,情報機器の環境を整備し,ICT を使いやすい環境をつ
くることで,児童が主体的に情報を活用できるのではないか。 
 

仮説２ 
 教師が，主体的・対話的な学びに向け,情報機器を効果的に扱う技術を身に付ける 
場を工夫すれば,児童が自分にあった方法で考えを伝え合うことができ,適切に自分の 
思いを表す力を身に付けることができるのではないか。 

 
仮説３ 
  教師が，試行錯誤を繰り返しながら課題を解決する場や，お互いに考えを伝えあう

場を工夫すれば,自分の見方・考え方を深め,新たな情報をつくり出すことができるの
ではないか。 

 

 

「情報や情報技術を適切に活用できる子どもの育成」 

～プログラミング的思考を育む授業の創造～ 

 

【研究組織】 

〈情報教育研究班〉 
児童・教師の ICT 活用技

能を高めるための研究を
行う。 

〈授業研究班〉 
授業や教材開発の研究

の推進 ,研究授業の運営を
行う。 

〈環境評価研究班〉 
校内の各種環境の整備

計画を立案し ,実施する。 

〈学年部研究班〉 
 低学年部・中学年部・高学年部で集まり ,指導案の検討や,上記３班からの共通理
解及び共通実践事項の確認を行う。 
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昨年度の成果と課題 

１ 情報教育研究班（〇･･･成果 △･･･課題 ※一部抜粋） 

 (1) タブレット PC 各学級への配布 

   〇 授業での活用外でも休み時間や係活動などで活用する姿も見られた。  

   〇 調べ学習の際にすぐ活用できた。  

   △ 情報モラル指導を行っても ,教師の見ていないところでよくないことをしていた。 

 (2) 「キーボー島アドベンチャー」の活用の推進 

   〇 ID とパスワードを教えていたので ,家庭でも活用する姿が見られた。 

   〇 PC にさわる頻度が高くなり ,技術も身についている。 

   △ 個人差が大きい。 

   △ 定期的に声かけを行わないと意欲が下がる。 

 (3) ロイロノートがインストールされた iPad の活用 

   〇 ４G 接続のため ,場所を気にせずいつでも使える。 

   〇 教師個人のスマホでの見届けも可能。 

   △ iPad のためキーボード入力の技能が落ちる。 

   △ 他学級と使用タイミングが重なり使えないこともあった。 

 (4) 各学年における「タブレット PC 活用単元」の作成・とりまとめ 

   〇 タブレットの活用が増えた。 

   〇 何より子どもたちのやる気と学習効果が認められた。 

   △ 低学年では ,単元で使用する前段階の技能部分を高めないと難しいと感じた。  

  

２ 授業研究班（〇･･･成果 △･･･課題 ※一部抜粋） 

 (1) 第 1 回目の研究授業の実施 

学年 教科 単元等 使用 ICT 機器 

3 年 算数 「円（3 年生 下）」 タブレット端末 

  ア 活用方法 

   ・ 授業冒頭での「前時の活動のふりかえり動画」活用 

   ・ 問題に対する「ヒント動画」の活用 

   ・ 問題に対する「答えカード・動画」の活用 

  イ 成果 

   ・ 子どもたちが自分のペースで答え合わせをするなど活用ができていた。  

   ・ ロイロをヒントや手立てとして使用している。 

   ・ 前時のふりかえり動画がよかった。 

  ウ 課題 

   ・ これまで行ってきた授業と ICT のきれいな融合が必要 

   ・ 適材適所での活用が重要（どの場面で ,どの道具を ,どういった意図で使うか） 

   ・ ICT 機器の課題解決（フリーズ問題・使い方のルールなど） 

   ・ 交流も必要 

 

↑キーボー島 
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 (２) 第２回目の研究授業の実施 

学年 教科 単元等 使用 ICT 機器 

3 年 算数 「三角形（3 年生 下）」 タブレット端末・書画カメラ 

  ア 活用方法 

   ・ 板書を全児童ロイロノートで写真として記録しておき ,それを用いた前時までのふりか

えりを行う。 

   ・ 児童の回答の全体での共有にタブレットの提出機能を用いる（誰でも友達の考えを見

ることができる）。 

   ・ 自分の考えを撮影したり ,友達の説明を録画したりするなどして ,考えの共有・深まりを

実感できるようにする。 

   ・ 書画カメラを用いた発表で全体との考えの共有を行う。 

   ・ たしかめの際のヒント動画も準備しておき ,活用できるようにする。 

  イ 成果 

   ・ ICT 機器を無理に使おうとしすぎず ,今までの授業に ICT を上手く組み込んだ 1 例と

なった。 

   ・ ロイロを使った情報発信・確認を簡単に行うことができていた。 

   ・ ノートなどの記録を，ICT を活用し，継続して行うことができた。 

  ウ 課題  

   ・ リテラシー・モラル面の指導も徹底したい。 

   ・ 他教科での実践も検証していきたい。 

(３) ロイロノート・パワーポイントの児童用ガイドブックの作成 

３ 環境評価研究班（〇･･･成果 △･･･課題 ※一部抜粋） 

 (1) 1 回目の実態調査の結果 

   〇 「コンピューター」を使った授業が好きという回答が多く ,抵抗の少なさが分かる。 

   〇 ルールを守ろうという意識がある児童は比較的に多い。 

   〇 下学年も「お絵かきソフト」・「文字入力」などで，コンピューターに親しんでいる。  

   △ 表やグラフを作ることを不得手としている児童が多い。 

   △ 情報収集でコンピューターをさらに活用していきたい。 

   △ 友達との協働学習やふりかえり時でのコンピューター活用に可能性がある。  

 (2) 2 回目の実態調査の結果 

   〇 協働学習に関する項目の数値が伸びた（上学年 19.9％・下学年 32％増） 

   〇 「コンピューターを使って発表するためのスライドや資料を作ることが得意である」

という項目の結果が全国の 4 倍まで増えた。 

   〇 情報収集におけるコンピューター活用の項目の数値が伸びた（上学年 77.8％・下学

年 43.1％） 

   〇 キーボー島の活用などもあり，ローマ字入力に関する数値が伸びた（上学年約 10％・

下学年 5％増） 

   △ キーボード入力が得意でない 3 割強の児童が得意になる手立てが必要。 

   △ 情報モラルへの指導も引き続き行っていきたい。 
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４ 昨年度の成果と課題 

 (1) 成果 

   仮説１ 

タブレットの各学級への配布や ipad の管理を始め情報環境の整備が行われ ,主体的に活

用する姿も見られつつある。 

   仮説２ 

指導計画に基づいた情報機器の活用を通して ,各学年の発達段階に応じた活動ができつ     

つある。自分に合った方法で考えを伝え合う姿も見られた。  

   仮説３ 

伝え合いの際の効果的な ICT 機器の活用が見られ ,今までになかった情報が生まれた場   

面があった。 

  

(2) 課題 

   仮説１ 

主体的な活用をよりさかんにするための「情報コーナー」の作成や ,情報モラル指導の徹

底が必要である。 

   仮説２ 

より「主体的・対話的な学び」の実現と情報機器を効果的に扱い「適切に自分の思い表

す」ための手立ての工夫が必要である。 

   仮説３ 

より効果的な「試行錯誤の場の工夫」と「見方・考え方」のさらなる深まりが求められる。  
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今年度の取組状況 

１ 情報教育研究班 

 (1) 各学年共通実践の作成・取りまとめ 

   ア 1 学期分の実践の作成を実施（1 学期） 

 (2) 各学年での情報教育年間指導計画の実施と振り返り 

   ア 各学年計画に基づいた実施とその都度の検討を実施（1 学期） 

 (3) 情報モラル指導の徹底 

   ア 動画を用いた情報モラル指導 

   イ 夏休みの出校日に「スマホ・ゲームのお約束キット」を全学年へ配布  

 (4) 「ロイロノート」を活用した効果的な指導の研究 

 (5) 機器やアプリを使用したプログラミング教育を推進 

   ア 教師に対するロイロノート活用の研修を実施（1 学期） 

   イ 班内での ICT 機器の活用に関する研修を実施（1 学期） 

 (6) 家庭で学習効果が得られるような ICT 活用方法の模索 

   ア 一部学級での家庭学習時のタブレット活用の先行実施 

    ・ 簡単な質問をオンライン上で答えてもらう。 

    ・ 動画を視聴し ,ロイロノート上で感想を提出してもらう。 

   イ その内容の検討 

 

２ 授業研究班 

 (1) 第 1 回目の研究授業の実施 

学年 教科 単元等 使用 ICT 機器 

４年 総合 「プログラミングで発表してみよう」 タブレット端末 

  ア 活用方法 

   ・ アンプラグドによる写真での順番入れ替え。 

   ・ スクラッチを用いたビジュアルプログラミングによる発表プログラムの作成。  

  イ 成果 

   ・ 「待つプログラム」の効果を体感できた。 

   ・ 順序を試行錯誤して考えることができた。 

  ウ 課題 

   ・ 練り合いの充実 

   ・ 並び替えの際の見方・考え方の指導をさらに考える（多面的・多角的）  

   ・ グループ活動の在り方（タブレットを使う頻度なども考慮） 

  

(2) 第 2 回研究授業の検討・準備 
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３ 環境評価研究班  

 (1) タブレット PC の管理 

  ア 動作確認・点検の実施 

  イ 各学級への配布 

  

(2) ロイロ搭載 iPad の活用の推進 

  ア 予約シートを作成し円滑に活用できるようにした。 

  

(3) 「キーボー島アドベンチャー」の活用推進 

  ア ID・パスワードの各家庭への通知 

  イ 活用状況を情報コーナーなどへ掲示 

  

(4) 情報コーナーの作成 

   ・ 各学年・学級に作成 

・ 情報モラル関係・情報機器関係などの内容を掲示 

 

(5) 情報便りの発行 

   ・ 昨年度は校内向けに発行 

   ・ 本年度は各家庭向けへ発行予定 

 

(6) 実態調査の実施（1 学期末実施） 

〇 コンピューターを使った授業が好きな児童の割合 

    上学年 85.7％（昨年度末より 3.3％増） 

    下学年 89.5％ （昨年度末より 0.4％減） 

 

【学校での経験】 

〇 コンピューターを用いて文章を書くことがあるか 

    上学年 90.2％ （昨年度末より 12.6％増） 

    下学年 61.1％ （昨年度末より 0.8％増） 

〇 写真や動画を撮ることがあるか（上学年のみ） 

    82％ （昨年度より 15.4％増）      など 

 

仮説１にも関わる環境整備が順調に行われていることが分かる。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
↑情報コーナー  

 

↑情報便り（校内）  

 

↑ロイロ搭載 ipad 

 
↑ ipad 保管庫・予約シート  
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本日の指導案 
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小学校第２学年生活科学習指導案 

日時 令和２年１１月６日（金） 

指導者 ２年担任 飯迫 奨大  

 

１ 単元（題材）名 「うごく うごく わたしのおもちゃ」 （東京書籍 下） 

 

２ 単元（題材）について 

（１）ねらいについて 

  本単元は，学習指導要領内容（６）「身近な自然を利用したり，身近にある物を使ったりす

るなどして遊ぶ活動を行う」に基づいて設定されている。  

  本単元のねらいは，身近にあるものを使って，動くおもちゃを試行錯誤してつくり，友だ

ちと競争したり，工夫を教え合ったりしながら，よりよく動くように改良することを通して，

動くおもちゃの面白さや不思議さを実感するとともに，遊び方を工夫して，みんなで遊びを

楽しむことができる児童を育成することである。  

 

 （２）系統について 

子どもたちは，第１学年の「あきのおもちゃだいしゅうごう」の学習で季節のものを使っ

た作品作りを体験し，自分でものをつくる楽しさを実感している。しかし，材料への加工は

ほとんど行っておらず，作品は簡易なものにとどまっていた。本単元では，材料の数や材質，

組み合わせ方等に着目して，おもちゃの機能面を改良することを「工夫」とし，工夫してお

もちゃをつくることの楽しさを感じるとともに，工夫について他者と交流しながら自分の考

えを広げたり，深めたりし，動くおもちゃの面白さや不思議さに気付くことができる。また，

動力の不思議さや面白さに気付く活動は，科学的な見方や考え方の基礎として理科の学習に

発展していくと考えられる。 

 

 （３）児童生徒の実態 

   本学級の児童３１名は，生活科の学習が好きで，特に個人でのものづくりについて意欲的

な児童が多い。一方で，他者の成果物について評価をすることがまだ難しく，意見交流に対

しても苦手意識がある児童が少なくないことが実態調査で分かった。  

児童は生活科の学習において「おおきくなあれ わたしのやさい」でタブレットを利用し

て観察記録文を作ったり，「どきどき わくわく まちたんけん」でタブレットを利用して写

真を撮影したりと ICT に触れる機会を多くもち，ICT を活用した学習に対して積極的であ

る。 

 

 （４）指導上の留意点 

以上を踏まえ，指導に当たっては次の点に留意したい。まず，ただ作って楽しい活動に終

わってしまうのではなく，観点をもって工夫させ，目的に合わせたおもちゃの機能面の改良

を意識させたい。また，ICT を学習に取り入れ，おもちゃを作った後の交流の活動の意欲を

高めてより活発な意見交換を促すことで，多様な考え方に気付かせ，動くおもちゃの面白さ

不思議さをより感じさせたい。さらにねらいの「みんなで遊びを楽しむ」ことを意識させる
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ために，相手意識をはっきりさせ，目的に向かってグループで意見を交流させるよう指導し

ていきたい。 

 

 ３ 単元（題材）の目標 

   身近にあるものを使って，動くおもちゃを試行錯誤してつくり，友だちと競争したり，工

夫を教え合ったりしながら，よりよく動くように改良することを通して，動くおもちゃの面

白さや不思議さを実感するとともに，遊び方を工夫して，みんなで遊びを楽しむことができ

る児童を育成すること。 

 

 ４ 単元の評価規準 

知識・技能 思考力・判断力・表現力 学びに向かう力、人間性等 

・条件を変えるとおもちゃ

の動きが変わるなど，自然現

象の中のきまりやその不思

議さに気付いている。 

・おもちゃを改良したり，遊

びの約束やルールを工夫し

たりすると友だちと楽しく

遊べることや，みんなで遊ぶ

ことの楽しさに気付いてい

る。 

 

・自分がつくるおもちゃを

決め，工夫について考えなが

ら動くおもちゃをつくろう

としている。 

・みんなで楽しく遊べるよ

うに遊びの約束やルールを

考え，それを遊ぶ人に分かり

やすいように表現している。 

・身近な材料を使って，工夫

して動くおもちゃをつくる

ことに関心をもち，遊び方を

工夫して，みんなで楽しく遊

ぼうとしている。 

 

 ５ 指導計画及び具体的な評価規準（１２時間取扱い）  

時 学習活動 評価の観点と方法 

１ 教師の用意した動くおもちゃで

友だちと遊ぶ。 

動くおもちゃで遊び，動くおもちゃづくりに関

心をもっている。（行動・発言） 

２ つくりたいおもちゃを決め，設計

図をかく。 

自分がつくるおもちゃを決め，動く仕組みと設

計に必要な道具や材料を考える。（行動・設計

図） 

３ 動くおもちゃをつくる。 道具や身近な材料を準備し，おもちゃを自分で

作ろうとしている。（行動・発言） 

４ つくったおもちゃであそぶ。 条件を変えるとおもちゃの動きが変わること

に気付いたり，友だちのおもちゃには自分と違

うよさがあることに気付いたりしている。（行

動・記述） 

５ パワーアップの目的と方法を知

る。 

おもちゃの機能面を改良するための観点を理

解しようとしている。（発言・記述） 

６ 自分のおもちゃをパワーアップ

する。（本時） 

どうしたら自分のおもちゃの機能を高められ

るのかを考え，試行錯誤しながら工夫しておも
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ちゃづくりをするとともに，工夫したことを周

囲と交流しようとしている。（行動・作品） 

７ パワーアップおひろめ会をする。 友だちに自分たちのおもちゃで遊んでもらい，

改良点を説明するとともに，友だちのおもちゃ

で遊び，アドバイスをしたり，さらなる工夫に

つなげたりしている。（発言・記述） 

８ おもちゃフェス 2020 を計画す

る。 

自分たちのおもちゃで楽しく遊べるように，遊

びのルールを考え，それを言葉や掲示物などで

伝えようとしている。（行動・記述） 

９･10 フェスの準備をする。 おもちゃを改良したり，遊びの約束やルールを

工夫したりすると，より楽しく遊べることに気

付いたり，計画に基づいて準備を進めることが

できたりしている。（行動・発言） 

11 おもちゃフェス 2020 を開く。 じぶんたちがつくったおもちゃで楽しく遊ぶ

ことに関心をもち，道具などの準備や後片付

け，整理整頓などをしようとしている。（行動・

発言） 

12 活動を振り返る。 遊び方を工夫したり，みんなで楽しく遊んだり

できる自分たちのよさに気付いている。（発言・

記述） 

 

 ６ 単元（題材）全体での ICT 活用と情報活用能力の育成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 本時の展開（６／１２時間） 

  （１）目標 

    比べたり，試したりする活動を通して考えを深めたり，他者と意見を交換したりしなが

らよりよいおもちゃを考えることができる。  
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（２）展開 

 

過 

程 
学習活動 指導上の留意点・評価 

□情報活用能力 ◆ICT活用の意

図 

 １ 前時の振り返りを行う

。 

 

 

 

 

２ 本時の活動を確認する

。 

 

 

○ 前時に使用した掲示物を用

いることで全体で振り返りを

行うことができ，本時の活動

にスムーズに取りかかること

ができる。 

 

 

 

 

◆ 前時の様子を撮影し

たものを提示し，振り

返りを促す。 

 

 

 

 

３ 自分がつくったおもち

ゃをよりよくする方法に

ついて確認する。 

 

 

４ グループで，思いつい

た方法を試して，結果を

ワークシートに書く。 

 

 

 

 

 

 

５ 改良の方法と結果を発

表する。 

 

 

 

 

○ 前時に示した観点を基に考

えたおもちゃの改良点を確認

する。 

 

 

 

〇 同じおもちゃを作る児童同

士で意見を交流できるようグ

ループを組む。 

○ 試す時には，改良点以外の条

件は変えないことを確認する。 

☆ 試行錯誤しながら，グループ

で協力して改良を進めること

ができる。 

 

○ 観点に基づいた改良ができ

ているか確認する。 

☆ よりよくなるための条件と

結果を示して，説明することが

できたか。 

 

 

 

 

 

 

□ タブレットを活用し

て，情報の整理ができ

ている。 

 

 

 

 

 

 

□ 情報機器を適切に活

用して自分の考えを明

確にする。 

◆ タブレットを活用し

て，資料を全体に共有す

る。 

６  本時の学習を振り返

る。 

 

 

 

 

７ 次時への見通しをもつ

。 

 

 〇 ワークシートと本時

の板書を撮影・記録する

ことでいつでも振り返り

ができるようにするとと

もに ,指導者が児童の学

習状況の見届けができる

ようにする。 

つくったおもちゃをパワーアップしよう。 

○○を△△すると，おもちゃをパワーアップすることができる。 

・前の時間に様々なおもちゃ
をつくったね。 

・もっとよいおもちゃをつく
るにはどうしたらよいか
な。 
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小学校第４学年総合的な学習の時間学習指導案 

                         日時 令和２年１１月６日（金） 

                        指導者 ４年担任 相良駿一郎  

 

１ 単元（題材）名 「プログラミングで発表しよう」（第４学年） 

 

２ 単元（題材）について 

（１）ねらいについて 

  本単元のねらいは，「小学校プログラミング教育の手引き」に即して，プログラミングにより意

図した処理を行うよう指示することができるということを体験させながら，身近な生活でコンピュ

ータが活用されていることや，問題の解決には必要な手順があることに気付き，意図した動きにす

るためにどのような命令をすればいいか試行錯誤しながら検証することで論理的思考力を育成し，

コンピュータの動きをよりよい人生や社会作りに生かそうとする態度を育成することである。 

  ２０２０年から完全実施されたプログラミング教育であるが，児童にとって「プログラミング」

とは未知の概念であり，本単元では初めて「プログラミング」の意味に触れ，実際にプログラミン

グを体感したり，体験したりすることになる。そこで，本単元では，今後の学習及び学校生活，ひ

いては自分の生活や社会の改善にプログラミングの概念を進んで生かそうという態度を養うため

に，児童がプログラミングに取り組んだり，コンピュータを活用したりすることの楽しさや面白さ，

ものごとを成し遂げたという達成感を味わうことを大切にしていきた。「楽しい」だけで終わって

は十分とは言えないが，まず楽しさや面白さ，達成感を味わわせることによって，プログラムのよ

さ等への「気付き」を促し，コンピュータ等を，「もっと活用したい」，「上手に活用したい」と

いった意欲を喚起することができると考える。 

 

（２）児童生徒の実態 

  本学級の児童２９名は，授業において ICT 機器を扱うことに慣れ親しんでいる。教師がタブレッ

ト端末でノートを投影したり，学習内容に関する動画を放映したりするとともに，児童が自らタブ

レット端末で関係する被写体の写真データを収集したり，集めたデータを編集したりする学習を進

めてきた。またロイロノートの活用や，タイピングアプリの実施による情報機器の取り扱いについ

ても昨年度からの校内研修の成果として高まっているが，プログラミング教育についてはまだ本学

年の児童は未実施である。また実態調査においては，「プログラミング」そのものについても言葉

自体は知ってはいるが，具体的な意味することについてはわからないと回答する児童がほとんどで

ある。また実際にビジュアルプログラミング｢Scratch｣に代表されるプログラミングツールの使用

経験がある児童も少ない。 

 

（３）総合的な学習の時間とプログラミング教育の関連について 

  総合的な学習の時間においてプログラミング学習を行う際は，次のことに留意するよう明記され

ている。（『小学校プログラミング教育の概要２』より） 

プログラミングを体験しながら論理的思考力を身に付けるための学習活動を行う場合には，プログラミングを体験する

ことが，探究的な学習の過程に適切に位置付くようにすること。 
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  探究的な学習とは，①課題の設定②情報の収集③整理・分析④まとめ・表現といった学習活動を

発展的に繰り返していく知的営みのことである。特に①課題の設定に関しては，「日常生活や社会

に目を向けた時に湧き上がってくる疑問や関心に基づいて，自ら課題を見付け」と記されている。

このような児童の主体的な問題解決的な学習の一環として総合的な学習の時間におけるプログラ

ミング教育が実施されるということである。しかし，児童にとって，現在の段階では「プログラミ

ング」という概念そのものが未知であり，日常生活を送る上で関心を持つような場面も多くはない

と考えられる。実際，本学級の児童は前述の通り，言葉そのものは聞いたことはあっても，その意

味までは理解していない状態である。そこで，本単元は，「プログラミング」への気付きと発見，

そして体験を重視することとし，最終的に本単元で学んだことを今後の学習へ生かそうとするよう

な態度を養うことをねらいとしている。『小学校プログラミング教育の手引き』においても次のよ

うに書かれている。 

小学校段階におけるプログラミング教育は，児童がプログラミング言語を覚えたり，プログラミングの技能を習得

したりすることをねらいとするものではありません。ただし，学習指導要領に例示している単元その他において効率

的にプログラミングに取り組めるようにするため，必要に応じ，あらかじめプログラミングを体験させ，プログラミ

ング言語やコンピュータの操作などに慣れしませることは有効と考えられます。 

  本校の４年生は，今後総合的な学習の時間において，国際理解に関する｢単元名：今，世界はどう

なっているの？｣やキャリア教育に関する｢単元名：２分の１成人式を祝おう｣が計画されている。そ

れらの活動において，本単元で学習したプログラミングの考え方が生かされるようにしていきた

い。 

 

（４）指導上の留意点 

  以上を踏まえ，指導に当たっては次の点に留意したい。まずは，プログラミングと児童の出会い

を大切にし，児童の身の回りのコンピュータの動きを想像させることで，プログラミングの面白さ

や奥深さについて気付かせるようにする。また，今回使用するビジュアルプログラミング「Scratch」

に触れさせる時間を十分に確保することにも留意していきたい。プログラミングツールを体験する

時間を十分に持つことで，自分が意図した通りにコンピュータが動く経験とうまく動かない経験を

繰り返すことで，コンピュータに意図した処理を行わせるためには必要な手順があることに気付か

せていく。そして，単元後半において，ビジュアルプログラミング｢Scratch｣を活用した発表プログ

ラミングの作成に取り組ませる。実際に自分たちでプログラムを作り上げる体験を通して，プログ

ラミングの面白さとともにその可能性について実感させていきたい。単元全体を通して，本単元で

体験したプログラミングの考え方や，プログラミングツールの使い方を総合的な学習の時間及び他

教科においても活用できるよう，見方や考え方を広げさせていきたい。 

 

３ 単元（題材）の目標 

  身近な生活にあるコンピュータはプログラムで動いていることやプログラムは人が作成してい

ること，またビジュアルプログラミングを体験することを通して，コンピュータに意図した処理を

行わせるためには必要な手順があることに気付かせるとともに，プログラミングの考え方を総合的

な学習の時間や他教科の学習においても活用していこうとする態度を育成する。 
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４ 単元の評価規準 

知識・技能 思考力・判断力・表現力等 学びに向かう力，人間性等 

①  コンピュータはプログラムで動いてい

ることやそのプログラムは人が作成して

いることを理解している。  

②  コンピュータに意図した処理を行わせ

るためには必要な手順があることを理解

している。  

③  ビジュアルプログラミング「 Scratch」

の起動の仕方及び簡単なプログラムの作

成をすることができる。  

①  相手や目的に応じてより分かりやすく伝

わるように，より論理的で効果的なプログラ

ムを工夫することができる。  

②  自分が意図する発表プログラムにするた

めに，どのような動きの組み合わせが必要で

あり，どのように組み合わせていけばいいの

か，試行錯誤を繰り返しながら論理的に考え

ることができる。  

①  プログラミングについて学んだことを

学習や生活に生かそうとしている。  

②  発表プログラムを作成する活動を通し

て，異なる意見や他者の考えを受け入れて

尊重しようとする。  

５ 指導計画及び具体的な評価規準（４時間取扱い） 

時 学習活動 評価の観点と方法 

１ プログラミングキット『アリロ』

を使用することで，プログラミング

を体験し，関心を高める 

 アリロを使った実験や生活経験を元に，身近な生活

にあるコンピュータはプログラムで動いていること

やプログラムは人が作成していることを理解できた

かを確認する。（行動・発言・記述） 

１ ビ ジ ュ ア ル プ ロ グ ラ ミ ン グ

「Scratch」を体験することで，操

作方法や表示画面について理解す

る。 

 ビジュアルプログラミング「Scratch」の起動の仕

方及び簡単なプログラムの作成や作成データの保存

作業をすることができたかを確認する。（行動・発言） 

１ 

本
時 

本
時 

「校庭の安全な使い方」をテーマ

に，ビジュアルプログラミング

「Scratch」を使って，発表プログ

ラミングを作成する。 

 対象の一年生に対して，発表プログラムの目的を達

成するために，どんな順番で写真を並べればよいか，

またどのような順番でプログラムを作ればよいか，試

行錯誤を繰り返しながら論理的に考えることができ

たかを確認する。（行動・発言） 

１ よい発表になるように，プログラ

ムを見直したり，工夫したりして，

発表プログラミングを完成させる。 

 対象の一年生に対して，より分かりやすく伝わるよ

うに，より論理的で効果的なプログラムを工夫するこ

とができたかを確認する。（行動・発言・記述） 

※ 発表プログラムは，｢校庭の安全な使い方｣をテーマに，校庭の安全な遊び方を伝えることを

目的とする，写真と音声を組み合わせて作成されたプログラムのことである。 
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６ 単元（題材）全体での ICT 活用と情報活用能力の育成 

 

７ 本時の展開（３／４時間） 

（１）目標   

テーマ『校庭の安全な使い方』について，写真データの順番を考えさせたり，『待機』ブロッ

クの使い方を考えさせたりしながら，ビジュアルプログラミング『Scratch』を使って，発表用プ

ログラムを組めるようにする。 

（２）展開 

過程  学習活動 指導上の留意点・評価 □Ｉ ＣＴ 活用 の意 図  ◆ 情報 活用 能力 の 育成  ☆ 評価  

導
入
２
分 

 

入 ３ 分 

 

１ 教師の用意した発表用

プログラムを視聴する。 

２ 本時のめあてと，学習

の流れを確認する。 

 

 

〇 スクラッチで作成した写真と言葉

で構成されたプログラムを視聴させ

，今後の学習活動の見通しを持たせ

る。 

 

□ 児童の興味を引き

立てるために，｢学校

紹介｣の発表プログラ

ムを用意する。 

よりよい発表プログラムを組むためにはどんなことが大切なのだろうか。 
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展
開
（
前
半
）
２
５
分 

   

展 開 

 ２
５ 

分 

  

  

３ 教師の用意した発表用

プログラムを分析する。 

４ 条件をもとに，指定さ

れた写真の並び替えをさ

せる。 

５ グループの考えとその

根拠となる理由を発表す

る。 

（３人×９グループ） 

６ あらためて自分の班の

ワークシートを見直し，

修正する。 

 

〇 前時の学習を想起させ，発表用プ

ログラムの分解作業を行わせる。 

〇 どのような順番で提示するべきか

，動作をしながら考えさせるために

カードを準備する。 

〇 順番を考える視点を明確にする。 

〇 根拠となる理由があれば，写真の

並び方にも意味が出てくることを伝

え，広い視野で考えさせるようする

。 

〇 他のグループの考え方や工夫され

た点をどんどん取り入れてよいこと

を伝え，よりよい発表にするために

試行錯誤する時間を十分に設定する

。 

□  発表用プログラム

は次の条件を提示す

る。 

①対象は１年生。 

②使用する写真は全グ

ループ共通の４枚。 

◆児童の思考ポイント 

どの順番で提示すれ

ば，より１年生にわか

りやすく伝わるだろう

か，自分の考えをどの

ように相手に伝えれば

自分の意図が伝わるだ

ろうか。 

☆ 根拠となる理由を

もって，写真を並び替

えることができたか。 

展
開
（
後
半
１
５
分
） 

７ スクラッチの使い方を 

 確認する。 

８ 作成したワークシート

をもとにプログラムを組

む。 

 

９ 『待つ』プログラムを

どのように活用していく

か，スクラッチ画面を操

作し，編集作業に取り組

む。 

 

 

 

 

〇 前時に学習したスクラッチの使い

方についてまとめた模造紙を掲示す

る。 

 

〇 本時では，【話す】ブロックの内

容については編集しないことを伝え

，順番通りにプログラムを配置する

ことを活動の中心とする。 

〇 『待つ』ブロックがあることで，

よりわかりやすい発表になることに

気付かせるとともに，何秒待つかも

大切であることを捉えさせる 

 

 

 

 

 

□本単元で使用する指

示ブロック 

①【話す】…音声発生装置  

②【背景図の切り替え】…背景写

真の切り替え  

キャラクター（ネコ）

を削除することで，キ

ャラクターの位置に左

右されず，シンプルに

作り上げることができ

る。 

◆児童の思考ポイント 

【待つ】ブロックを，ど

こに，どのくらいの秒

数で配置すれば，３年

生に伝わる発表プログ

ラムになるだろうか。 

終
末
２
分 

末 ２ 分 

１０ 本時の活動を振り返

り，まとめとする。 

 

 

 

□ 同じ写真データとテーマで，どん

な違いが出てくるか、次回への関心を

高めるようにする 

☆発表プログラムを作

る際に大切なことを理

解することができた

か。 

 

 

 

相手の立場に立って，写真を入れかえたり，『待つ』ブロックを上手に使ったりす

るとよい。 

☆【待つ】ブロックの効果について 

 スクラッチ及び高学年で使用するプ

ログラミングキット（例…アーテックロ

ボ）において，効果的な指示ブロックで

あるため，今回【待つ】ブロックに焦点

を当てた。 
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小学校第６学年理科学習指導案 

                         日時 令和２年１１月６日（金） 

                        指導者 ６年担任  東 正樹  

 

１ 単元（題材）名 「電気と私たちのくらし」（東京書籍 第６学年） 

 

 

２ 単元（題材）について 

（１） ねらいについて 

  本単元のねらいは，電気の量や働きに注目して，それらを多面的に調べる活動を通して，発

電や蓄電，電気の変換についての理解を図り，実験などに関する技能を身に付けるとともに，

より妥当な考え方をつくりだす力や主体的に問題解決しようとする態度を育成することであ

る。 

  現在の社会において，人々はあらゆる電化製品に囲まれて生活している。炊飯や掃除等の家

事はもちろん，交通システムや情報機器の活用と，生活の中で電気が担っている役割は非常に

大きく，多岐に渡っている。そのため，電気は有限なエネルギー資源であることを意識し，電

気を効率的に使うことが，社会全体に強く求められている。その際に必須とも言えるプログラ

ミングを，体験的に学習することによって，より主体的に電気を活用しようとする素地を育成

することもできる。 

  以上のことから，今日の社会的課題とも言える，持続可能な社会の構築についての見方を育

成することは，非常に重要な意義がある。そのため，本単元の学習では，電気を利用すること

で，生活が便利になるという理解だけではなく，電気には発電や蓄電が可能な性質があり，そ

の性質を効率的に利用する重要性を理解させていくことが大切である。 

 

（２） 系統について 

  子どもたちは，第３学年で，電気を通す回路の作り方や，物質に導電性があるかどうかの検

証を，共通点や差異点を基に比較しながら調べ，電気の働きや回路について学習してきた。ま

た，第４学年では，乾電池の数やつなぎ方を変えると，電流の大きさや向きが変わったり，豆

電球の明るさやモーターの回り方が変わったりすることを調べ，長い時間電気を利用できる並

列つなぎのよさについても学習してきた。さらに，第５学年では，電磁石の強さは電流の大き

さや銅線の巻き数によって変化することを，条件を制御しながら学習してきた。 

  本単元では，手回し発電機やコンデンサー，モーター等を使い，電気の生成や利用の仕方を

調べながら，電気の性質や働きについて学習し，「エネルギーの蓄積と変換」，「エネルギー

の有効利用」という，エネルギーに対する見方や考え方を広げ，深めていく。 

  これらの学習は，中学校理科第１分野の，電流・電圧と抵抗の関係や，電流と磁界について

の見方や考え方を養い，日常生活と関連付けながら，持続可能な科学技術の利用法を追究する

学習へと発展していく。 

 

（３） 児童生徒の実態 

  本学級の児童３２名は，ICT を利用することが好きで，授業でも日常的にタブレット端末や



20 

 

書画カメラ等を使った授業を行っている。また，ほぼ全員がプログラミングツールの使用経験

もある。一方で，間違いを嫌がる傾向があり，自分の意見を表出することに強い苦手意識があ

る。 

  実態調査においては，「プログラミングとは，指示を作り，何かを動かすこと。」だと回答

した児童が多かった。また，そのよさとして，「プログラミングを活用することで，自動でや

ってくれる。」と回答した児童が多かった。さらに，身の回りでプログラムが活用されている

ものとして，多くの家電や情報機器，交通システムを挙げており，プログラムは身近に存在し

ていることを認識できている。 

 

（４） 指導上の留意点 

  以上を踏まえ，指導に当たっては次の点に留意したい。まず，手回し発電機や光電池，コン

デンサー等の様々な器具を使用するので，デジタル教科書などを活用し，正しい使い方や安全

指導を十分に行うようにする。また，単元の導入では，生活経験を想起させ，身の回りには電

気を利用した様々な道具や器具があることから，電気と自分たちの暮らしが密接に関わってい

ることに気付かせたい。そして，発電や蓄電の実験では，目的に応じて正しい器具や機器を選

択し，調べた過程や得られた結果から自分なりの結論が導き出せるように，練り合いの場面を

充実させるようにする。さらに，電気の有効利用についてプログラミングを位置づけることで，

日常で使われているセンサーやプログラミングの有効性を体験的に学習させたい。プログラミ

ングソフトは，児童も使用経験のある「アーテックロボ」を使用する。その際，プログラミン

グのスキル習得やプログラミング自体が目的になってしまわないように，理科としての単元の

目標を意識させながら学習を進めていきたい。 

 

 

３ 単元（題材）の目標 

  電気の量や働きに注目して，それらを多面的に調べる活動を通して，発電や蓄電，電気の変

換についての理解を図り，実験などに関する技能を身に付けるとともに，主に，より妥当な考

え方をつくりだす力や主体的に問題解決しようとする態度を育成する。 

 

 

４ 単元の評価規準 

知識・技能 思考力・判断力・表現力等 学びに向かう力，人間性等 

① 電気は，つくりだしたり蓄えた

りすることができることを理解

している。 

② 電気は，光，音，熱，運動など

に変換することができることを

理解している。 

③ 身の回りには，電気の性質や働

きを利用した道具があることを

理解している。 

④ 電気の性質や働きについて，実

①  電気の性質や働きについ

て，問題を見いだし，予想や

仮説を基に，解決の方法を発

想し，表現するなどして問題

解決している。 

②  電気の性質や働きについ

て，実験などを行い，電気の

量と働きの関係，発電や蓄電，

電気の変換について，より妥

当な考えをつくりだし，表現

① 電気の性質や働きについ

ての事物・現象に進んで関

わり，粘り強く，他者と関わ

りながら問題解決しようと

している。 

② 電気の性質や働きについ

て学んだことを学習や生活

に生かそうとしている。 
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験などの目的に応じて，器具や機

器などを選択して， 正しく扱い

ながら調べ，それらの過程や得ら

れた結果を適切に記録している。 

するなどして問題解決してい

る。 

 

 

５ 指導計画及び具体的な評価規準（１２時間取扱い） 

時 学習活動 評価の観点と方法 

１ 

町の様子の絵を見て，電気の発

電方法や利用方法を考え，電気

と自分たちの暮らしとの関わり

について問題を見いだす。 

気付いたことや疑問に思ったことから，差異点や共

通点を基に，電気と自分たちの暮らしとの関わりに

ついて問題を見いだし，表現しているかを確認する。

（行動・発言） 

２ 

手回し発電機や光電池で電気を

作り，作った電気を利用する。 

手回し発電機や光電池を使うと発電できることを知

り，それらを正しく扱いながら発電したり，それを利

用したりして，得られた結果を適切に記録している

かを確認する。（行動・記述） 

３ 

コンデンサーの働きを知り，た

めた電気が何に変えて利用でき

るかを調べる。 

電気をコンデンサーに蓄えられることを知り，それ

を正しく扱いながら調べ，得られた結果を適切に記

録しているかを確認する。（行動・記述） 

４ 

電熱線に電流を流すと発熱する

かどうかを確かめる。 

 

豆電球と発光ダイオードの特徴

を捉える。 

電気は，光，音，熱，運動などに変換できることを理

解しているかを確認する。（行動・発言） 

 

電気の変換について学んだことを生かして，豆電球と発光

ダイオードの特徴について考えようとしているかを評価

する。（行動・発言） 

５ 

電気を効率的に使うために，

生活の中にプログラミングが活

用されていることを知る。 

既習事項や生活経験を基に，身の回りには電気を

利用した道具があることを理解し，電気を効率的に

利用するための工夫について考え，より妥当な考え

をつくりだして，表現しているかを評価する。（行動・

発言・記述） 

６ 

効率的に LED を点灯させるた

めのプログラムを考える。 

電気を有効利用するためのプログラムを，対話を

通じて考え，記録しているかを確認する。（行動・記

述） 

７ 

コンピューターでプログラム

を作り，ロボットを試しに動か

して問題点を見いだす。 

作ったプログラムにどんな問題点があるかを記録

しているかを確認する。（行動・発言・記述） 

８ 

日常生活で使うことを想定

し，より使いやすいプログラム

になるように修正する。（本時） 

問題を解決するために，互いに関わり合って活動

し，自己の考えをどのように広げ深めることができ

たかを記録しているかを確認する。（行動・発言・記

述） 
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９ 

プログラムの有無で，電気使

用量にどれぐらいの差があるの

かを調べる。 

電気使用量を比較することで得られた結果を適切

に記録しているかを確認する。（行動・発言・記述） 

10

・

11 

これまでに学んだことを生か

して，電気を利用した物を作る。 

電気を利用した物について，必要な材料や方法を

発想し，友達の意見も参考にしながら完成させよう

としているかを評価する。（行動・発言） 

12 
電気の働きや利用について，

学んだことをまとめる。 

発電や蓄電，電気の変換，電気の利用について理解

しているかを評価する。（行動・発言・記述） 

 

 

６ 単元（題材）全体での ICT 活用と情報活用能力の育成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 本時の展開（８／12 時間） 

（１） 目標 

問題解決のために試行錯誤し，互いに関わり合う活動を通して，明るさによって LED が点灯

するプログラムを，日常生活で使うことを想定して再構築することができる。 

 

（２） 展開 

過

程 
学習活動 指導上の留意点・評価 

◇情報活用能力  ◆ICT 活用の意

図 
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導
入
５
分 

１ 前時までの学習

を振り返り，本時

のめあてと，学習

の 流 れ を 確 認 す

る。 

○ 活動時間確保のため，内容を予想

して掲示物を作成しておく。 

 

◆ 前時までの蓄積した情

報を用いて，学習を振り

返りやすくすることで，

学習意欲を喚起する。 

展 

開 

３ 

５ 

分 

２ センサーを利用

し た 道 具 を 使 っ

て，便利だったり

困ったりした経験

をグループで話し

合う。 

 

３ 生活の中で使い

やすいプログラム

にするには，どの

ように修正すれば

よ い か を 話 し 合

う。 

・点灯時間 

・センサー感度 

・点灯回数 

 

４ 修正案を全体で

共有する。 

 

 

 

 

５ 修正プログラム

を完成させ，意図

した動きになった

かを話し合う。 

○ 生活経験を発表させることで，どの

児童も話合いに参加できるようにす

る。 

○ 多くの事例に触れられるように，話

し合った内容を発表させる。 

 

 

○ 修正のポイントを決めることで，修

正の視点を明確にさせる。 

○ 試行錯誤できる時間を十分に確保

する。 

〇 うまくいかなかったプログラムも

残しておくことで，どこを改善したの

かが分かるようにさせる。 

〇 学習内容と日常生活との関連を考

えながら，省エネルギーという概念も

意識させる。 

 

〇 修正案が完成しなかった班は，途中

経過を発表させる。 

○ 思考プロセスを重視するために，実

際にプログラムを組んでいないアイ

デアについても取り上げる。 

 

○ 次時以降の学習に生かすため，う

まくいった点や難しかった点を挙げ

させる。 

◇ グループ毎にどういっ

たゴールにしたいかを明

確にさせてから，修正の検

討をさせる。 

◇ 前時で作成したプログ

ラムを印刷しておき，それ

をもとに比較・検討させる

ことで，相違点や問題点に

気付かせる。 

◇ 他班の発表や，生活体験

等から，多面的に検討させ

る。 

◇ 自分が思い描いた動き

になるように，プログラム

の修正→動作確認→修正

を繰り返させる。 

◆ 試行錯誤する中で，制御

スクリプトの有効性に気

付くようにさせる。 

◆ 大型テレビに修正案を

投影することで，発表内容

を分かりやすくする。 

◇ 同じような内容の発表

を聞いて，うまくいかなか

った原因を考えさせる。 

◇ 修正前後のプログラム

を比較することで，問題

の解決には必要な順序が

あることに気付かせる。 

終
末
５
分 

７ 本時の学習を振

り返る。 

 

 

 

 

○ 人感センサーにも触れ，より緻密

な制御には多くのセンサーが必要な

のだと気付かせる。 

 

日常生活で使いやすいプログラムにするには，プログラムをどのように修正すれば

いいだろうか。 

プログラムを使う場面を具体的に想像して，順序や時間，センサー感度等を修正す

るとよい。 
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情報モラル指導全体計画 
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情報モラル指導全体計画（低・中学年） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 指 導 内 容 1 年 2 年 3 年 4 年 
①プライバ
シー・個人
情報 

○友達と仲良く学校生活を送る。  〇 〇 〇  

○相手がいやだと思うことはしない。  〇 〇 〇  

○悪口やいたずら書き等の無責任な情報を発信
しない。 

  〇 〇 

○簡単に自宅や友達の家の住所や電話番号など
を教えない。 

〇 〇   

②肖像権・
著作権 

○他の人からものを借りるときは断って借り，  
大切に扱う。 

〇 〇   

○写真を撮るときは断ってから行う。    〇 〇 

○他の人の顔写真の取り扱いに注意する。     〇 

○ホームページ上の図や絵なども本などと同じ
著作物であることを知る。 

   〇 

③情報の信
頼性と有害
情報 

○友達や社会のうわさ話に惑わされず，  その
正誤を確認する。 

   〇 

○正しい情報を集めようと心がける。     〇 

○インターネット上の情報には，  間違った内
容もあることに気付く。 

  〇  

④コミュニ
ケーション
上のルール
とマナー 

○気持ちのよいあいさつ， 言葉遣いなど礼儀
の大切さを知り，明るく他の人と接することが
できる。 

〇 〇 〇  

○手紙やメールを使うときは， 宛名を確認し
間違えないようにするとともに，  自分の名前
をきちんと書く。 

 〇   

⑤健康上の
問題 

○基本的な生活習慣を身に付ける（家庭できま
りをつくることの大切さを知る）。 

〇 〇 〇  

○人と触れ合うことのすばらしさや大切さを知
る。 

   〇 

○正しい姿勢でコンピュータに向かう。  〇 〇 〇  

○コンピュータ等を利用する時間に気を付け
る。 

〇 〇   

⑥情報社会
のセキュリ
ティ 

○人のいやがる行為をしない， 許さない。 〇 〇   

○うそをついたりごまかしたりしない。  〇 〇   

○甘い言葉に惑わされない。  〇 〇  

○相手の迷惑にならないようにする。   〇 〇  

○コンピュータの動作がおかしかったらすぐに
先生に言える。 

〇    

○コンピュータの ID とパスワードは家などの
鍵と同じ働きであることを知る。  

〇    
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情報モラル指導全体計画（高学年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
指 導 内 容 ５

年  

６
年  

①プライバシ

ー・個人情報  
○名前， 電話番号， 住所， 家族構成など，  個人情報にはどんなものが

あるかを理解する。  

 〇 

○流失した個人情報が， 人に迷惑をかけたり， 様々な犯罪  （インターネ
ットを含む）  に使われたりする危険性を理解する。  

〇  

○何気ない悪口やいたずら書き等が大きな問題になることを知り，  その
ようなことは絶対に書き込まない。  

〇 〇 

②肖像権・
著作権 

○個人が特定される写真の重要性から，  肖像権の概要を知る。   〇 

○他人の写真や似顔絵を利用するときは，  必ず本人の許可を得なければ
ならないことを理解する。  

〇  

○他の人が作った文章・写真・絵等を無断で使うことの影響を考え，著作
権の概要を知る。   

〇  

○著作物を利用しようとするときは，許諾を得ることが原則であることを
知り，  正しく利用できるようにする。  

 〇 

③情報の信
頼性と有害
情報 

○インターネットの情報には， 正しいものと正しくないもの，  最新のも
のとそうでないものがあることに気付く。  

〇 〇 

○インターネット， 図書資料等のいくつかの情報を比べながら，  正しい
情報を判断する。  

〇 〇 

○有害情報の存在や出会ったときの正しい対処の仕方を知り，  有害情報
には絶対に近づかない。  

〇  

○情報を発信するときは，  正しい情報を責任を持って発信することが大
切であることを理解する。  

〇  

④ コ ミ ュ ニ
ケ ー シ ョ ン
上 の
ルールとマナー  

○掲示板やメールの良さを知るとともに，  「書き言葉中心」 で気持ちを
伝えることの難しさを理解する。  

 〇 

○掲示板やメール等を使うとき，  受け取る側の気持ちを考えて伝えるこ
とが大切であることに気付く。  

〇  

○掲示板やメールの内容が正しく伝わるよう表現する大切さを理解する。   〇 

○掲示板やメール等を使うときには，その先に人がいることを理解し，イ
ンターネット上のエチケット  （ネチケット）  にどんなものがあるかを
知る。  

〇  

⑤健康上の
問題 

○コンピュータやインターネットの長時間の利用が， 目  （視力），体（睡
眠不足），心（テクノストレス，依存症）に影響を及ぼすことを知る。  

〇 〇 

○インターネット等に熱中しすぎないように気を付けることを考える。  〇 〇 
○人と人とのかかわりを大切にして生活する。   〇 

⑥情報社会
のセキュリ
ティ 

○身の回りの事例（家の鍵，預金通帳， キャッシュカードなど）から，ID
とパスワードの重要性や管理のしかたについて考える。  

〇  

○コンピュータウィルスの代表的なもの  （被害が大きいもの）  を知り， 
その危険性と防ぎ方を知る。  

 〇 

○  「ふりこめ詐欺」 等のインターネット上で起きている犯罪の概要を知
る。  

 〇 

○ネット犯罪に巻き込まれないようするには，  危険なＷebページやメー
ル等にアクセスしないことを理解する。  

〇  

○ネット上で困ったことがあったら， 決して一人で抱え込まず，  必ず先
生や大人に相談することが大切であることを理解する。  

〇  
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情報教育の年間指導計画 
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情報教育の年間指導計画 
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教科 

 創意(わかくさ) 

単元名 「パソコンとなかよし」 

 (実施時期 ６月７日～６月１３日) 

１ タブレット PC の活用について  

  ① 活用した場面・内容 

    【場面】 

     パソコンの初期操作，導入(電源の入れ方やシャットダウンの仕方やマウスやキーボード

の使い方など) 

    【内容】 

     パソコン室のタブレットパソコンの「デイジーピクチャーキッズ２」のペイント＆スタン

プ機能があるソフトを使ってお絵かきをする。  

 ② 活用するねらい 

   初めての一年生にとって，パソコン室の使い方やパソコンの操作方法など，基本的な操

作を指導して，簡単なソフトを使ってお絵かきをさせることで，パソコンへの興味関心を

高め，基 本的なスキルを向上させる。  

２タブレット PC を活用した学習指導に関する成果と課題  

   (児童の変容や指導者としての立場から) 

 ① 成果 

    ア 子供たちのパソコンに関する興味関心が高まり，もっとパソコンを使った授業を受け

てみたいという意欲が高まった。  

    イ パソコン室の使い方が分かり，これからの指導がスムーズに行えるようになった。  

    ウ 初めての体験なので「塗り絵」の型版を選んで，それに色を塗ったりスタンプを押し

たりする操作をさせることで，パソコンの利便性や楽しさを味わわせることができた。  

    エ 完成した塗り絵に「ソフトキーボード」を使って，自分の名前を入力させることによ

り文字も入れることができることを体験させることができた。  

    オ 最後に，完成した作品を印刷させることで達成感を味わわせることができた。  

                     【児童の作品例】  

 

 

 

 

 

  ② 課題 

    ア パソコンのスキルを習熟及び向上させるには，もっと体験する時間を確保したい。創

意の時間だけでなく，教科等の指導計画にパソコンを活用する時間を設定したい。  

    イ  パソコンでできることをもっと体験させたい。  

    ウ  パソコンの操作だけに限らず，プログラミングの基礎にも触れさせたい。  

３ 今後，タブレット PC を活用していくことに対する意見 

 ① タブレットパソコンを増やして，各学級子供一人に１台ずつ使える環境を整えたい。  

  ② タブレットパソコンをできるだけ活用していく指導計画を作成したい。  

昨年度の共通実践例（一部）  
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タブレットＰＣ活用単元シート 【２年】  

教科  

      生活科  

 

単元名「もっとなかよし まちたんけん」  

 

 （実施時期 １１月 １５日～１２月１５日）   

１ タブレットＰＣの活用について  

 ① 活用した場面・内容 

  ・町探検において，興味のあった場所，新しく発見した物，お店の人々とのインタビューの
様子などを動画におさめておく。（ロイロノート））  

 

 

 

 

 

 

 

 

  ② 活用するねらい  

   ・新しいものの発見や気付きを記録したり，町の人の工夫や様子についてインタビ   ュ
ーしておいる場面を記録することで，単元まとめの発表に活用できる。  

 

 

 

 

 

２ タブレットＰＣを活用した学習指導に関する成果と課題  

  （児童の変容や指導者としての立場から）  

 ① 成果 

    ・持ち運びが可能だったため，校外学習で活用できた。  

    ・子どもたちが，発見したものや気付いたもの，インタビューの様子を積極的にとカメラ
機能で撮影していた。 

 

    ・まとめ発表の時に，自分の伝えたいものを映像で発表でき，わかりやすかった。  

 

 

 

 

 ② 課題 

   ・雨天時の校外活動だったので，持ち運びや移動において活動の負担になった  

   面もある。 

 

   ・人物を撮る時，お店を撮る時等，許可を得てから取るなどのモラルやルールに  

   ついても細かい指導の必要性を感じた。  

 

 

３ 今後，タブレットＰＣを活用していくことに対する意見  
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タブレットＰＣ活用単元シート 【３年】  

教科  

 

 

単元名  

     

 （実施時期 ９月～１０月）   

１ タブレットＰＣの活用について  

 ① 活用した場面・内容 

   ・ キーボー島の使い方を確認し ,チャレンジする。 

   ・ ロイロノートの簡単な使い方を確認し ,自己紹介カードを作る。 

※ ロイロノートに関しては,授業班から出されたガイドブックを用い,指導者が使い方
を全体に教える形で進めた。 

 
 
 
 

 
 
 

 

  

 

 ② 活用するねらい  

   ・ 今後ロイロノートを授業で活用していくための素地を身に付けさせる。  

    （ローマ字の入力 ,カードの作成・共有・提出 ,写真・動画の撮影 等）  

   ・ 具体的にローマ字入力の場を設けることで ,国語のローマ字学習の単元にも主体的
な取り組みが見られた。 

２ タブレットＰＣを活用した学習指導に関する成果と課題  

  （児童の変容や指導者としての立場から）  

 ① 成果 

  ・ ローマ字の入力方法やロイロノートの使い方を知り ,他教科の学習でも活用すること
ができた。 

   （社会の調べ学習 ,国語の発表資料作り 等） 

  ・ 各自キーボー島にチャレンジすることで ,ローマ字入力の力をつけていた。  

 ② 課題 

・ タブレット PC を使い始めたばかりであり ,児童の活用能力に開きが見られた。  

・ ローマ字は習いたての段階であり ,ローマ字入力の能力に大きな開きが見られた。  

 

３ 今後，タブレットＰＣを活用していくことに対する意見  

 ・ 活用に向いている単元を共有し ,積極的に活用できることが望ましいと考える。  

 ・ 台数に限りがあることや，回線の問題等もあるので，よい手立てがあれば共有してい

きたい。 

 

 

 

 

 

 

 

教科 単元名   コンピューターを使おう 

 

総合 
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タブレットＰＣ活用単元シート 【４年】  

教科  

 

 

単元名  

     

 （実施時期 全て）   

１ タブレットＰＣの活用について  

 ① 活用した場面・内容 

  ・ 作品が完成したら，ロイロに出席番号でログインした後撮影させる（見てほしい際は
あらゆる角度で）。その後提出箱に提出させ，その状況を教室の TV に映しておく。「回
答を共有する」にしておくことで，画面に外の生徒の作品が見られるので，鑑賞もタブ
レットを使って見たい子の作品を鑑賞する。  

  ・ 単元によっては製作過程を毎時撮影し記録しておくことで，児童が仕上がっていく過
程を楽しみ見通しを持たせることができる。  

  

  ② 活用するねらい  

  ・ 児童が自分で撮影することで，見てほしい角度やポイントを表現できる。  

  ・ 写真に残り，いつでも見られるので，作品もすぐ持ち帰りできる。  

  ・ 提出状況がよく分かる。 

  ・ 鑑賞も簡単にできる。 

 

２ タブレットＰＣを活用した学習指導に関する成果と課題  

  （児童の変容や指導者としての立場から）  

 ① 成果 

  ・ 評価がしやすく，学習状況も把握しやすい。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ② 課題 

  ・ 特にない。 

３ 今後，タブレットＰＣを活用していくことに対する意見  

 ・ 無理に使う必要はないが，実際便利な活用方法もたくさんあるので，活用すべき場面は

どんどん活用・実践すべき。  

 

タブレットＰＣ活用単元シート 【４年】  

教科 単元名   ほぼ全単元 

図工 
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教科  

 

 

単元名  

     

 （実施時期 ９月～１２月）   

１ タブレットＰＣの活用について  

 ① 活用した場面・内容 

  ・ ダンスでは，クラスを４つのグループに分け，課題曲を与え，８小節毎のふりつけを
考えさせた。考え，練習をしたら動画を自分たちで撮影し，出来映えを客観的に見せ，
忘れないように記録にさせた。  

  ・ マット運動や跳び箱運動では，上手い子の技を撮影し，ロイロで全体に送信してお手

本にさせたり，自分が技をする様子を撮影させ，その技をスローで再生したりしながら，
ポイントを確認させた。 

  ・ できているか分からない際は，自分たちで撮影し，教師の所に「これ，できてますか？」
と聞きに来ることもあった。  

  ② 活用するねらい  

  ・ ダンスに関しては，自分たちのダンスを客観的に見ること，そして次の時間前作った
ダンスを忘れないようにするために使用。後から評価も容易。  

  ・ マット運動・跳び箱運動に関しては，動画を撮影し，その動画を「お手本・記録」と

して活用した。 

 

２ タブレットＰＣを活用した学習指導に関する成果と課題  

  （児童の変容や指導者としての立場から）  

 ① 成果 

  ・ ねらいが達成され効果的であった。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ② 課題 

  ・ 練習グループに１台や，練習箇所（マット毎・跳び箱毎）に１台ずつだったので，よ
り台数があってもいいかもしれない。  

 

３ 今後，タブレットＰＣを活用していくことに対する意見  

 ・ 無理に使う必要はないが，実際便利な活用方法もたくさんあるので，活用すべき場面は

どんどん活用・実践すべき。  

 

 

 

教科 単元名   リズムダンス・マット運動・跳び箱運動  

体育 
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タブレットＰＣ活用単元シート 【４年】  

教科  

 

 

単元名  

     

 （実施時期１１月中旬～後半）   

１ タブレットＰＣの活用について  

 ① 活用した場面・内容 

  ・ 鹿児島の偉人に関して調べる際にロイロノートを使って資料を集めたり記録をとった
りした。 

  ・ よい資料が見つからない人物に関しては，こちらのネットで調べ，スクリーンショッ
トを撮り，その児童にヒントカードとして送信した（子どものネットは制限があるた

め）。 

  ・ 単元の最後は作った資料を基に新聞にまとめさせた。  

  ② 活用するねらい  

  ・ 本も貸し出し期間があるので，必要な場面を写真に撮りカードにしておくことでいつ

でも確認できる。 

  ・ 紙媒体にまとめた際も，最後はロイロで撮影させてカードにしておくことで，なくし
た際も安心できる。 

  ・ 児童相互で資料のやりとりが容易。  

 

２ タブレットＰＣを活用した学習指導に関する成果と課題  

  （児童の変容や指導者としての立場から）  

 ① 成果 

  ・ 同じ人物を調べる人毎に２～３人で１台タブレットＰＣを使わせたが，どの班も多く
の資料やカードを作成できていた。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 ② 課題 

  ・ 最後新聞にしたが，そのままロイロで発表させてもよい・・・？  

   （ＰＴＡ前で背面掲示に使いたかったので新聞にした）  

 

３ 今後，タブレットＰＣを活用していくことに対する意見  

 ・ 無理に使う必要はないが，実際便利な活用方法もたくさんあるので，活用すべき場面は

どんどん活用・実践すべき。  

 

 

 

 

 

 

 

教科 単元名   郷土をひらく 

社会 
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タブレットＰＣ活用単元シート 【４年】  

教科  

 

 

単元名  

     

 （実施時期 ９月後半）   

１ タブレットＰＣの活用について  

 ① 活用した場面・内容 

  ・ 秋の生き物や植物の様子を作成する際，班に１台タブレットを渡し，見つけた秋を
ロイロで撮影させた。その後，集めた写真をロイロで１つにつなげ，一度教師用タブ
レットに送らせ，その後教師が全てのカードを１つにまとめ，全員のタブレットに送
信した。 

  ・ その後，理科ノート（大）の記録欄に，いいと思った写真を見ながら観察を書かせ
た。 

  ② 活用するねらい  

  ・ 写真で撮るので簡単。共有もすぐにできる。共有するので多くの秋を全員が視覚的

に確認できる。 

  ・ 写真を見ながらスケッチできるので，見られる方向は限られるが，拡大したり，終
わらなかった際も教室で続きを書いたりが可能。  

  ・ 次，冬を観察する際に同じ場所の変化を撮影することで，比較が簡単にできる。  

２ タブレットＰＣを活用した学習指導に関する成果と課題  

  （児童の変容や指導者としての立場から）  

 ① 成果 

  ・ 多くの秋にふれることができ，効果的であった。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ② 課題 

  ・ 特にないが，スケッチする際はやはり実物を見た方がいいという思いもある。  

 

３ 今後，タブレットＰＣを活用していくことに対する意見  

 ・ 無理に使う必要はないが，実際便利な活用方法もたくさんあるので，活用すべき場面

はどんどん活用・実践すべき。  

 

 

教科 単元名   すずしくなると 

理科 
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タブレットＰＣ活用単元シート 【４年】  

教科 国語 単元名「誰もが関わり合えるように」  

 （実施時期 ９月中旬～後半）   

１ タブレットＰＣの活用について  

 ① 活用した場面・内容 

  ・ 単元を通して学習した中で，興味をもった内容に関して，同じテーマを選んだメン
バーで調べ学習を行う。 

  ・ ネットを引用する子もいれば，写真や動画を撮影する子もいた。  

  ・ 調べた内容を元にロイロノートにまとめ，ペア・トリオ毎に教室で発表を行った（各

ペアノート作成後，提出箱へ提出させ，教師用タブレットをＴＶにつなぎ発表）。  

  

  ② 活用するねらい  

  ・ ロイロで資料のカードを作成することで簡単に写真や動画を撮影・引用でき，カー

ド同士の交換も容易。提出も簡単で，いつでも見直せるため評価もしやすい。  

 

２ タブレットＰＣを活用した学習指導に関する成果と課題  

  （児童の変容や指導者としての立場から）  

 ① 成果 

  ・ 最初のやり方を教えるのは少し時間がいるが（4 年生に関しては，総合で確保でき
る），ガイドもあるのでほとんどガイドを見ながら進められる。  

  ・ とにかく作りやすく，発表しやすい。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ② 課題 

  ・ 特にないがＰＣ室のタブレットが不調の時もよくあり，一人一台で進めることはな
かなか難しい。 

 

 

３ 今後，タブレットＰＣを活用していくことに対する意見  

 ・ 無理に使う必要はないが，実際便利な活用方法もたくさんあるので，活用すべき場面

はどんどん活用・実践すべき。  
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タブレットＰＣ活用単元シート 【５年】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教科  

＜総合的な学習の時間＞  
 

（１０月～１２月）   

１ タブレットＰＣの活用について  

 ① 活用した場面・内容 

  Ａ…ハンディ体験をした様子を互いに動画や写真で撮影する場面【カメラ機能】  

  Ｂ…自分の学習課題（視覚障がい・高齢者・妊婦・歩行障がい）に沿って，インターネットか
ら情報を収集する作業【ロイロノート】  

  Ｃ…調べ，まとめたものをプレゼン方式で発表する場面【ロイローノート】  

 

                             

 

 

 

 

 

 

       Ａ           Ｂ            Ｃ 

 ② 活用するねらい  

  Ａ…撮影した様子を自分で振り返り，体験したことの想起と，よりよい介助の仕方を確認す
るため。 

  Ｂ…インターネットを中心にした情報から自分に合った内容かを精査し，プレゼン方式によ
る発表につなげるため。 

  Ｃ…これまで撮影した写真，集めた情報や感想，今後自分ができることを加えたプレゼンを
共有画面で発表させるため。また，作成した発表を担任が評価するため。 

２ タブレットＰＣを活用した学習指導に関する成果と課題  

 ① 成果 

  ・ タブレット端末の活用は，起動が速く時間的・空間的にも切り離されず，学習のテンポも

崩さずに自然な授業の流れの中で扱うことができる。  

  ・ タッチパネル操作のため，子どもたちも直感的に扱うことができ，パソコンに比べて操
作法をつかむまでの時間も短く，集中して学習を行うことができる。  

  ・ ロイロノートに残した記録は，授業での活用だけではなく，学習の事後評価にも役立て

ることができた。また，次年度には作品例として提示することもできる。 

  ・ 学年部での共通実践なので，学年会で指導法改善の研究を深めることができた。 

 ② 課題 

  ・ インターネットの情報は気軽に活用できる反面，情報をそのまま利用したり意味理解が

なされないままコピーしたりして，頼り過ぎることが懸念される。  

  ・ プレゼン方式の発表の基本を指導する必要があった。作った画面と同じ文章を読んだり，
見にくい文字や写真が並んだ画面を作っている児童も多かった。  

  ・ 著作権や肖像権に配慮した利用が必要である。情報モラル教育と併せて指導していきた

い。 

３ 今後，タブレットＰＣを活用していくことに対する意見  

 ・ 児童の学力向上のために授業実践を積み重ねながら，今後も活用していく必要があると思

う。しかしながら，タブレットＰＣやロイロノートなどのハード・ソフト面の充実も図る必
要がある。 

単元名「大きくなあれ ふれあいの輪

Ⅱ」 
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タブレットＰＣ活用単元シート 【６年】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教科 

 

総合 

単元名 「修学旅行のまとめ」 

 

 （実施時期 １０月末～１１月）   

１ タブレットＰＣの活用について  

 ① 活用した場面・内容 

  A…自分たちが訪問した場所の情報を再度インターネットで調べ直す作業  

  B…分担した部分をプレゼンシートにまとめる作業，各自で作ったシートをグル    
ープで１つにまとめる作業【ロイロノート】  

  C…プレゼンシートを発表し，交流する場面【ロイロノート】  

 

  ② 活用するねらい  

  A…不足した情報を補い，よりよい分かりやすい内容のまとめにするため。 

  B…分担をしてまとめることで，全員がプレゼン形式の発表に慣れ親しませるため。生徒
間通信で１つに情報を集め，内容を全員で検討し，発表練習へとつなげるため。  

  C…お互いの情報を共有するため。また，どんなまとめ方がプレゼントして効果的なのか
を実感としてつかませるため。教師側の学習の評価のため。  

 

２ タブレットＰＣを活用した学習指導に関する成果と課題  

  （児童の変容や指導者としての立場から）  

 ① 成果 

  ○ 全員がタブレット端末にさわることで，ロイロノートの機能や活用の仕方を学ぶこと
ができた。 

  ○ PC 教室のタブレット端末を利用することで，共有ホルダから写真（自分たちで撮影し

たデジカメデータ）を取り込み，活用することができた。  

  ○ 個々人の作成したデータを集めることで，評価を一斉に行うことができ，評価の時間
短縮につながった。 

  ○ プレゼン発表のための準備や，まとめ方，発表の仕方など，総合でのまとめ方のレパ

ートリーを増やすことができた。  

 ② 課題 

  △ 情報モラルの学習をあらかじめ十分に行う必要がある。生徒間通信の鍵を外している
間に，悪口や嫌がらせなどの通信が行われていた。  

  △ 文字と写真とのバランスなど，完成イメージをしっかりつかませてから，シートの作
成を行わせた方がよい。 

  △ 写真などの資料の共有を図るためには， IPad では学習活動が難しい。 

 

 

３ 今後，タブレットＰＣを活用していくことに対する意見  

 ・ 系統性のある指導を行っていくことで，ロイロノート活用の仕方にも学年を追った深ま

りが見れるようになっていくのではないか。  

 ・ PC の活用と併せて情報モラルの指導をしっかり行っていく必要がある。教師の見えな
いところでの，いじめやトラブルに発展する可能性がある。  

 ・ 日常的で，無理のない活用の在り方について今後も検討していく必要がある。  

 

 

単元名「修学旅行のまとめ」 
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ICT わくわく活用シート  【２年】 

教科 

音楽 

単元名  ドレミであそぼう 

(実施時期   ７月 13 日 ～  ７月 17 日) 

１ ICT の活用について 

（１）  活用した場面・内容 

・ タブレットに触れ，写真や動画をとる。 

・ ロイロノートの「提出機能」を使う。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 （２） 活用するねらい 

    ・ 記録をとり，個々の技術を確認する。 

・ 個別指導に活かす。 

 

２ ICT を活用した学習指導に関する成果と課題 

  (児童の変容や指導者としての立場から) 

 （１） 成果 

    ・ 評価のための資料としても活用できた。 

    ・ 互いに視点をもってみることができた。 

    ・ 自分や相手のよさに気づくことができた。 

    ・ 音が出せない中であったが，あとから見返すことができ，さらに向上できるよう意識づ

けることができた。 

 （２） 課題 

    ・ 動画を再生する際に，少々重くなることがある。 

    ・ 撮る際のアングルも指導の必要があった。 

 

３ 今後，この学習内容を ICT で進めていく上での留意点 

    ・児童は積極的にタブレット PC を利用したいと思っていると改めて感じた。 
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ＩＣＴわくわく活用シート【支援学級】 

教科（国語・算数） 
単元名 全単元 

（実施時期  ４月～ ） 

１ ＩＣＴの活用について 

 （１） 活用した場面・内容 

    ・ 学習後のお楽しみとして，学習アプリを活用。 

      ひらがな・カタカナ‥筆順，カルタ 

      漢字忍者‥漢字の書き 

      日本一周‥都道府県の形パズル，都道府県名の漢字 

 

 （２） 活用するねらい 

   ・ お楽しみの設定で，単元の学習の集中を高める。 

   ・ 漢字や計算練習など，繰り返し練習が必要なものを楽しみながら進めることがで

きる。 

    ・ 一人で活用もでき，複数でゆずったり，認めたりしながら活用できる。 

 

２ ＩＣＴを活用した学習指導に関する成果と課題 

 

（１） 成果 

・ 集中が途切れがちのとき，タブレットの活用が目標となった。 

・ ひらがなアプリの活用で，ひらがなの習得や明確な発音，絵カードで物の名前の

獲得につながった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） 課題 

・ ひらがな練習や計算練習で，早く終わった児童が活用することが多く，活用に差

が生じてしまった。 

 

３ 今後，学習内容をＩＣＴで進めていく上での留意点 

 ・ 視覚や聴覚など，児童の得意な部分を生かして学べるように配慮したい。 

・ あくまでも学習の一環となるよう，活用の方法を考える。 
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学習支援ソフトを活用した家庭との 

オンラインでの連携 
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